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第１章 平成27年中の全国の交通事故の概要
（データ出典：警察庁）

１．交通事故の発生状況

○ 交通事故の発生状況を見ると、図―１に示すとおり平成27年中の交通事故による死

者数は、4,117人で前年と比べ４人増加しており、交通事故発生件数及び負傷者数は11

年連続で減少している。

○ 交通事故死者数については、15年ぶりに増加しており、交通事故死者数全体に占め

る65歳以上の高齢者の割合が高い水準で推移しているなど、交通事故情勢は依然とし

て厳しい状況にある。

平成27年中と対前年との比較

数 前 年 比 １日平均

発 生 件 数 536,899件 △36,943件（6.4％）減少 1,470件

死 者 数 4,117人 ４人（0.1％）増加 11人

負 傷 者 数 666,023人 △45,351人（6.4％）減少 1,824人

図１ 交通事故発生状況の推移
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※「その他」12名は表中から除外している。

平成27年

歩行中

自動車乗車中

自転車乗用中

自動二輪車乗車中

原付自転車乗車中26年

原付自転車乗車中

自動車乗車中

歩行中

自動二輪車乗車中

自転車乗用中

1,322
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(13.9)
447

(10.9)

230(5.6)

1,534
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安全不確認運転操作不適切漫然運転脇見運転最高速度違反
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60歳以上

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

19歳以下
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4.2

11.4

19.6

21.4

24.0

19.9

4.1

２．死亡事故の特徴

⑴ 状態別にみた死者数

○ 死者数を状態別にみると、歩行中（構成率37.3％）が最も多く、次いで自動車乗

車中（同32.1％）となっており、両者で全体の３分の２以上を占めている。

○ 前年と比較し増減数をみると、歩行中（前年比＋36人、＋2.4％）に最も大きな増

加がみられたが、自動車乗車中（同－48人、－3.5％）が減少し、歩行中死者が最多

の状況が継続している。

⑵ 死亡事故に係る年齢層別・法令違反比率（法令違反上位５位まで）

○ 全般的に漫然運転が最も多く、次いで脇見運転が多い。

○ 若年齢層は最高速度違反による死亡事故の割合が多い。

図３ 年齢層別・法令違反比率（平成27年中)

図２ 平成27年中の状態別死者数
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～～

着用致死率
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2.15

0.15

24

93.6

2.06

0.15

93.8
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2.27

0.15

93.8

2.30

0.16

93.8

１．致死率＝
死者数（自動車乗車中）÷
死傷者数（自動車乗車中）

２．シートベルトの着用の有無
は、事故当事者からの聞き取
り等により調査したものであ
る。

３．シートベルト着用者率＝
シートベルト着用死傷者数
（自動車乗車中）÷
死傷者数（自動車乗車中）

着用者率

26

0.16

2.23

94.1
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400

200

0

(件)

6,000

4,000

2,000

0
27 (年)

(件)

飲酒なし

24

3,838

23

3,615

256

25

3,582

2423 25 27 (年)

238

3,378

227

飲酒あり

270

26

3,356

26

201

⑶ 飲酒別にみた死亡事故発生件数の推移

○ 原付以上運転者（第１当事者）の飲酒運転による死亡事故は201件で、15年連続の

減少となった。

○ 飲酒運転による死亡事故は、平成14年以降、累次の飲酒運転の厳罰化、飲酒運転

根絶に対する社会的気運の高まり等により大幅に減少してきたが、20年以後は減少

幅が縮小し、下げ止まり傾向にある。

⑷ シートベルト着用有無別致死率・着用者率の推移

○ シートベルト非着用致死率は、着用致死率の約14倍となっており、シートベルト

の着用が交通事故の被害軽減に寄与していることが認められる。

○ 自動車乗車中の死傷者の内、シートベルト着用者は94.1％となっており、過去５

年間において横ばい傾向である。

図４ 飲酒別死亡事故発生件数の推移

図５ シートベルト着用有無別致死率・着用者率の推移
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3,308

2,605
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3,062

2,427
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2,855

2,164 1,972

2,212
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17

1,772

2,308
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第２章 平成27年中の事業用自動車の交通事故（第１当事者）の概要
（データ出典：(公財)交通事故総合分析センター）

１．事業用自動車の交通事故発生状況

平成27年中の事業用自動車の事故件数

全 体 バ ス ハ イ タ ク ト ラ ッ ク

件 数(件) 36,499 1,772 14,902 19,825

割 合(％) 100 4.9 40.8 54.3

保 有 台 数(台) 1,674,242 112,984 237,357 1,323,901

１台当たりの事故件数(件) 0.02 0.02 0.06 0.01

※ 平成27年末（特種（殊）用途、小型二輪車除く）

（出典：国土交通省「自動車保有車両数」）

⑴ バス

○ 前年と比較し、事故件数は200件減少し、負傷者数は96人増加した。

○ 前年と比較し、死亡事故件数の増減はなく、死者数は１人減少した。

交通事故発生状況の推移（バス)
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0
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26
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事故件数

30,000
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0
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0

死者数（人）

死亡事故件数（件)

事故件数
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25,096

21,617

負傷者数

52 52

22,500

19,380

23

40 40

20,778

17,799

24

41 40

17,650

16,113

25

42 42

14,902

17,367

26

49 49

⑵ ハイタク

○ 前年と比較し、事故件数は1,211件、負傷者数は283人減少した。

○ 前年と比較し、死亡事故件数は７件、死者数は７人増加した。

⑶ トラック

○ 前年と比較し、事故件数は1,739件、負傷者数は979人減少した。

○ 前年と比較し、死亡事故件数は16件、死者数は15人減少した。

交通事故発生状況の推移（ハイタク)

交通事故発生状況の推移（トラック)
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追 越 禁 止

信 号 無 視

歩行者妨害等

漫 然 運 転

安 全 速 度

交差点安全進行

脇 見 運 転

動 静 不 注 視

運 転 操 作

安 全 不 確 認

6004002000

平成27年

平成26年

(件)

296

9

31

30

33

48
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148

574

245

16

24

35

43

62

68

160

284

589

363

優先通行妨害

漫 然 運 転

信 号 無 視

歩行者妨害等

一 時 不 停 止

運 転 操 作

交差点安全進行

動 静 不 注 視

脇 見 運 転

安 全 不 確 認

8,0006,0004,0002,0000

平成27年

平成26年

(件)

283

540

392

641

520

1,654

5,966

1,279

909

1,143

266

381

531

565

643

957

1,196

1,505

1,754

6,538

一 時 不 停 止

歩行者妨害等

車間距離不保持

信 号 無 視

交差点安全進行

運 転 操 作

漫 然 運 転

動 静 不 注 視

脇 見 運 転

安 全 不 確 認

平成27年

平成26年

7,0006,0005,0004,0003,0002,0001,0000 (件)

133

271

604

844

1,044

2,919

4,141

5,586

1,942

447

160

312

421

673

984

1,272

2,120

2,993

4,581

5,976

２．運転者の違反別事故件数

⑴ バス

⑵ ハイタク

⑶ トラック

運転者の違反別事故件数（バス)

運転者の違反別事故件数（トラック)

運転者の違反別事故件数（ハイタク)

○ 最も多い違反は

「安全不確認」、次い

で「運転操作不適

切」、「動静不注視」

の順となっている。

○ 最も多い違反は

「安全不確認」、次い

で「脇見運転」、「交

差点安全進行義務違

反」の順となってお

り、特に安全不確認

の件数が多い。

○ 最も多い違反は

「安全不確認」、次い

で「脇見運転」、「動

静不注視」の順とな

っている。
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40～49歳
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29歳以下

8006004000 1,000200

平成27年

平成26年
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50～59歳

40～49歳

30～39歳

29歳以下

0 12,00010,0008,0006,0004,0002,000

平成27年

平成26年

(件)

169
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1,526

3,375

9,416

9,912
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506

164

60歳～

50～59歳

40～49歳

30～39歳

29歳以下

8,0006,0004,0000 2,000

平成27年

平成26年

(件)

3,431

4,571

5,972

2,217

3,634

3,584

4,743

6,608

4,252

2,377

３．運転者の年齢別事故件数

⑴ バス

⑵ ハイタク

⑶ トラック

運転者の年齢別事故件数（ハイタク)

運転者の年齢別事故件数（バス)

運転者の年齢別事故件数（トラック)

○ 40歳代の運転者に

よる事故の発生が一

番多く、次いで50歳

代、30歳代の順に多

い。

○ 40歳代の運転者に

よる事故の発生が一

番多く、次いで50歳

代、30歳代の順に多

い。

○ 60歳以上が一番多

く、次に50歳代の運

転者による事故の発

生が多い。
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○ ２～８時を除き、

全日にわたり事故の

発生が多い。

４．時間帯別事故件数

⑴ バス

⑵ ハイタク

⑶ トラック

○ ６～18時の事故発

生が多く、なかでも

午前中の事故の発生

が多い。

時間帯別事故件数（バス)

○ ６～20時の事故発

生が多く、なかでも

通勤時間帯での事故

の発生が多い。

22～24時
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8～10
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平成26年

(件)

305
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4
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5
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0

4

265

22～24時

20～22

18～20

16～18

14～16
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2,5002,0001,5001,0005000
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平成26年

(件)

1,285

1,194

1,460

1,438

1,431

1,733

1,650

1,431
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766
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1,352

1,553

1,515

1,783

1,545

1,448

1,383

1,460

1,899

777

490

852

1,408

22～24時
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16～18

14～16
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2～4

0～2

4,0003,0002,0001,0000

平成27年

平成26年

(件)

518

883

1,988

3,107

2,515

2,421

1,982
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525

584

1,329

3,261

628

781

1,408

2,169

2,602

2,794

3,524

3,311

2,190

945

623

589

時間帯別事故件数（ハイタク)

時間帯別事故件数（トラック)
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300
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100

0

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

死者数（人）

死亡事故件数（件)

事故件数

(人･件)

(人･件)

27 (年)

309

83

負傷者数

1 1

322

90

23

3

9

272

78

24

1 1

223

77

25

2
3

61

138

26

0 0

５．道路形状別事故発生状況

○ バス・トラックは、交差点（信号有、信号無及び交差点付近）と比較し、単路（カ

ーブ及び一般単路）での発生率が高い。

○ ハイタクは、交差点での発生率が高く、中でも信号の無い交差点での発生率は24.2

％となっている。

６．高速道路における事故の発生状況

⑴ バス

○ 前年と比較し、事故件数は16件、負傷者数は85人減少した。

○ 前年と比較し、死亡事故は２件、死者数は３人減少した。

道路形状別事故発生状況

高速道路の事故発生状況の推移（バス)

その他一般単路カーブ
交差点
付 近

信 号 無
(交差点内)

信 号 有
(交差点内)

トラック

ハイタク

バ ス

全 事 故

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(％)

19.2

19.5

22.9

16.3

17.2

7.9

24.2

12.8

16.1

14.1

15.0

17.1

40.6

48.8

32.6

46.0

2.4

1.3

4.3

3.2

4.5

4.0

4.6

5.4
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200
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負傷者数

事故件数

死者数（人）
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90
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2
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57

25

0 0

68

102

26

33

⑵ ハイタク

○ 前年と比較し、事故件数は11件増加し、負傷者数は１人減少した。

○ 前年と比較し、死亡事故件数は３件、死者数は３人増加した。

⑶ トラック

○ 前年と比較し、事故件数は128件、負傷者数は75人減少した。

○ 前年と比較し、死亡事故件数は３件、死者数は４人減少となった。

高速道路の事故発生状況の推移（ハイタク)

高速道路の事故発生状況の推移（トラック)
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18

34

39

12

22

89

215

340

900

5

761
874

341

195

90

47

34

30

28

11

7
3

2

７．高速道路における違反別事故件数

⑴ バス

⑵ ハイタク

⑶ トラック

高速道路における違反別事故件数（トラック)

○ 「前方不注意」、「動

静不注視」による事

故件数が多い。

○ 「前方不注意」、「動

静不注視」による事

故件数が多い。

○ 「前方不注意」が

突出して多く、次い

で「動静不注視」、「安

全不確認（左右前）」

による事故件数が多

い。

高速道路における違反別事故件数（バス)

高速道路における違反別事故件数（ハイタク)
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○ 主な用語の意味

用 語 意 味

動 静 不 注 視

相手当事者を発見（認識）したが、危険でないと思って注視を怠り、又は相手

が譲ってくれる（避けてくれる）ものと思い込んで注視を怠り事故を発生させた

場合をいいます。（他の危険を避けようとして注視を怠って事故を発生させた場合

も含まれます。）

安 全 不 確 認

前方、後方、側方の確認が可能な速度に減速（徐行、一時停止を含む。）したが、

確認を十分に行わなかったために、相手当事者を発見できず、又は発見が遅れて

事故を発生させた場合をいいます。

安全速度不履行

制限速度以内での走行であるが、交通状況を考慮して他の車や歩行者等に危害

を及ぼさない速度で運転しなかったため、事故を発生させた場合をいいます。（自

転車の側方通過時に減速運転しなかったため、風圧や驚愕により転倒させた場合

なども含まれます。）

運転操作不適切

危険又は危険のおそれのある状態を認識し、急ハンドル、急ブレーキ、ブレー

キをかけながらのハンドル操作などの措置をとったが事故を発生させた場合をい

います。（乗車前、降車後の乗客の状態を確認しなかったことにより、ドア開閉時

に起きる事故も含まれます。）

脇 見 運 転

風景、案内標識、他車や歩行者等の動静を見ていた等、前方の交通環境を認識

せず運転し、相手当事者を発見できず、又は発見が遅れて事故を発生させた場合

をいいます。（乗客との会話やオーディオ等車載機器の操作により前方の注視を怠

った場合も含まれます。）

漫 然 運 転

脇見運転ではないが、運転中に“運転以外のことを考えていた”、“ぼんやりし

ていた”、“ラジオ放送に聞き入っていた”等のために注意の的がはずれ、相手当

事者を発見できず、又は発見が遅れて事故を発生させた場合をいいます。（居眠り

運転も含まれます。）

信 号 無 視

信号機により整理されている交差点で、赤、黄の信号を無視し、事故を発生さ

せた場合をいいます。（赤又は黄の点滅信号、信号機信号と異なる燈火等の信号を

無視した場合も含まれます。また、交差点以外に設置されている歩行者横断専用

信号も含まれます。）

交差点安全進行

違反

交差道路を通行する車両や対向右折車及び当該交差点又はその直近で道路を横

断する歩行者に特に注意をし、かつ、できるだけ安全な速度と方法で進行しなか

ったため、事故を発生させた場合をいいます。

一 時 不 停 止

交通整理が行われていない交差点、又はその手前の直近で交通標識等により一

時停止することが求められているのにもかかわらず一時停止しなかったため、事

故を発生させた場合をいいます。（停止とは自動車が完全に停止した状態をいい、

減速や徐行は停止とはいいません。）

優先通行妨害

交通整理の行われていない交差点において、一時停止標識やセンターラインで

優先通行が示されているのにこれを無視し、交差点に進入し事故を発生させた場

合をいいます。（標識もなく道路幅員も同様な交差点に同時に進入した場合は、左

方車が優先となります。ランプから本線に合流する場合は本線に優先通行があり

ます。）

徐 行 違 反

直ぐに停止できる速度で進行すべき場所において、それを行わなかったために

危険の回避ができず事故を発生させた場合をいいます。（徐行すべき場所は、標識

によるほか見通しのきかない交差点や道路の曲り角付近、上り坂の頂上付近や勾

配の急な下り坂があります。）
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０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

工作物衝突

駐車車両衝突

路外逸脱

転倒

車内事故

その他

23年

24年

25年

26年

27年

0 1,000 2,000 3,000

人対車両

車両相互

車両単独

23年

24年

25年

(件)

26年

27年

８．バスの交通事故の特徴

○ 事故件数はここ数年減少している。事故類型別の事故件数は車両相互と車両単独で

約８割を占めているが、ハイタクやトラックと比べると、車両単独の事故件数割合が

多い。

○ 車両単独事故を事故内容別に見てみると、車内事故が80％を占めている。

事故類型別事故件数（バス)

車両単独事故の事故内容件数割合（バス)
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～６

7～12

13～15

16～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85～89

90～94

95～

0 200 400 600

23年

24年

25年

26年

27年

(人)

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

発進

加速

等速

減速

急停止

右左折

その他

23年

24年

25年

26年

27年

○ 車内事故件数を行動類型別に見てみると、発進時が最も多く、次いで等速時、急停

止時、減速時が同じような割合で多い。

○ 車内事故による負傷者を年齢層別に見てみると75～79歳が最も多く、かつ、65歳以

上の高齢者が過半数を占めている。

行動類型別車内事故件数割合（バス)

車内事故年齢階層別負傷者数（バス)
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5,000

10,000

15,000

20,000

0

空車

実車

23年 24年 25年

(件)

26年 27年

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

人対車両

車両相互

車両単独

23年

24年

25年

(件)

26年

27年

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

正面衝突

追突

出会い頭衝突

その他１（追越・追抜時衝突、

進路変更時衝突）

その他２（すれ違い時衝突、

左折時衝突、右折時衝突）

その他３（横断時衝突、転回

時衝突、後退時衝突、その他）

23年

24年

25年

26年

27年

９．ハイタクの交通事故の特徴

○ 事故件数はここ数年減少している。事故類型別の事故件数は車両相互の事故が約８

割を占めている。

○ 車両相互事故を事故内容別に見てみると、追突と出会い頭衝突の占める割合が高い。

○ 事故件数は、空車時が実車時に比べて約３倍多く発生している。

空車時・実車時別事故件数（ハイタク)

車両相互事故の事故内容件数割合（ハイタク)

事故類型別事故件数（ハイタク)
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０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

正面衝突

追突

出会い頭衝突

その他１（追越・追抜時衝突、

進路変更時衝突）

その他２（すれ違い時衝突、

左折時衝突、右折時衝突）

その他３（横断時衝突、転回

時衝突、後退時衝突、その他）

23年

24年

25年

26年

27年

500

1,000

1,500

2,000

2,500

０
～
２

0

事故件数（左軸)

死亡事故件数（右軸)

２
～
４

４
～
６

６
～
８

８
～
10

10
～
12

12
～
14

14
～
16

16
～
18

18
～
20

20
～
22

22
～
24

0

4

8

12

16

2

6

10

14

18
(件) (件)

0 10,000 20,000 30,000

人対車両

車両相互

車両単独

23年

24年

25年

(件)

26年

27年

10．トラックの交通事故の特徴

○ 事故件数は４年連続で減少してきている。事故類型別の事故件数は車両相互の事故

が約９割を占めている。

○ 車両相互事故を事故内容別に見てみると、追突の占める割合が最も高い。

○ 追突事故における時間帯別事故件数をみると、交通量が多い６時～18時に事故件数

が多いが、死亡事故件数は０時～６時の深夜・早朝が多い。

時間帯別追突事故件数と追突死亡事故件数（トラック)

事故類型別事故件数（トラック)

車両相互事故の事故内容別件数割合（トラック)
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○ トラックの事故発生件数を自動車の種類別に見てみると、大型車及び普通車と比較

し中型車の事故が多く発生している。

○ 大型車及び中型車の発生件数は横ばい傾向であるが、普通車は減少傾向を示している。

○ 一般道路における死亡事故件数を自動車の種類別に見てみると、中型車及び普通車

と比較し大型車の事故が多く発生している。

○ 高速道路における死亡事故件数を自動車の種類別に見てみると、中型車及び普通車

と比較し大型車の事故が多く発生している。

○ 死亡事故件数は、全ての種類において横ばい傾向であり、昨年の大型車の死亡事故

件数は、６割以上を占めている。

※ 大型車、中型車、小型車の別は、道路交通法第３条（自動車の種類）に規定する自

動車の区分の基準による。

60

50

40

30

20

10

0

45
50

18
22

0 1

大型車

中型車

普通車

車両総重量11 以上
最大積載量6.5 以上

車両総重量５ 以上11 未満
最大積載量３ 以上6.5 未満

車両総重量５ 未満
最大積載量３ 未満

22

1

(件)

23年 24年 25年 26年

18

1

49 49

27年

1

20

44

200

150

100

50

0

154 158

115 118

15
23

大型車

中型車

普通車

車両総重量11 以上
最大積載量6.5 以上

車両総重量５ 以上11 未満
最大積載量３ 以上6.5 未満

車両総重量５ 未満
最大積載量３ 未満

138

111

28

(件)

145

95

22

23年 24年 25年 26年 27年

16

86

141

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
23年 24年

7,993
7,586

9,034 8,715

3,540 3,173

大型車

中型車

普通車

車両総重量11 以上
最大積載量6.5 以上

車両総重量５ 以上11 未満
最大積載量３ 以上6.5 未満

車両総重量５ 未満
最大積載量３ 未満

25年

2,876

7,125

8,490

(件)

8,130

6,985

2,686

26年 27年

2,602

7,294

6,260

自動車の種類別交通事故発生状況の推移

一般道路の自動車の種類別死亡事故発生状況の推移

高速道路の自動車の種類別死亡事故発生状況の推移
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